
主催：環境省　　　共催：長野県、国連生物多様性の10年日本委員会(UNDB-J)、生物多様性自治体ネットワーク

入場
無料
入場
無料

定    員 200名

対　　象 主として長野県内の市民、企業、

NPO、NGO及び自治体の方々

申込方法 裏面をご参照ください

申込締切 2013年1月11日(金)
※期日を過ぎても定員未満の場合は申し込み可

2013年1月19日（土)10:30～15:50(開場10:00)日時

塩尻総合文化センター(講堂)
長野県塩尻市大門7-3-3

会場

地域の自然環境を守りたい…

活動を始めたけれど自分たちだけでできることには限界が…

専門知識はないけれど環境を守る活動がしたい…

地元の自然資源を使って“まち興し”がしたい…

こうした声を形にするのが、“地域連携”です。

昨年できた「地域連携促進法」は、地域連携を進めるための仕組み。

この仕組みを上手に利用して保全活動の輪を広げましょう。

当日は、すでに始まっている事例の紹介や参加者全員での意見交換を行います。

皆さんのお越しをお待ちしています。
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塩尻駅東口(正面口)から徒歩約7分。
駐車場は周辺の「市民駐車場」をご利用ください。
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お問い合わせ
・

お申し込み先

〔生物多様性地域連携促進セミナー in 長野 事務局〕

いであ株式会社 国土環境研究所　　担当：幸福、松沢
E-mail: bdseminar-na@ideacon.co.jp  TEL: 045-593-7639  FAX: 045-593-7623

（お申込みいただいた個人情報は、本セミナーの運営目的以外には使用いたしません)

お名前(ふりがな)

ご住所

お電話番号

ワークショップへの
参加の有無

ブース出展の有無

連絡先
(E-mailまたはFAX)

勤務先(団体名)･ご役職

〒     　　　－　　　　

□参加有り　　□参加無し
□出展有り　　 □出展無し

(出展お申し込みは1/7(月)まで)

以下にご記入のうえ、 2013年1月11日(金）までに、下記事務局宛にFAXにてお申し込みください。

→メールの場合：下記申込書の内容をご記入のうえ、事務局へ送信してください。

→ウェブの場合：お申し込みフォームURL  http://www.event-notice.org/bdseminar/nagano/
※生物多様性の保全活動をされている団体等のブース出展が可能です。出展条件等は事務局までお問い合わせください。

以下にご記入のうえ、 2013年1月11日(金）までに、下記事務局宛にFAXにてお申し込みください。

Webの場合は、こちらのフォームからお申し込みください。→http://www.event-notice.org/bdseminar/nagano/
※生物多様性の保全活動をされている団体等のブース出展が可能です。出展条件等は事務局までお問い合わせください。

生物多様性地域連携促進セミナー in 長野　参加申込書　

プログラム ( 予定 )

10:30-10:40 開会挨拶 森 一弘 〔環境省 松本自然環境事務所長〕

市村 敏文 氏 〔長野県 環境部 自然保護課長〕

12:20-13:00 休　　憩 ※活動団体によるブース出展

11:50-12:20 講    演 多様な主体の連携による生物多様性保全活動の意義
竹田 純一 氏 〔農山村支援センター事務局長/里地ネットワーク事務局長/内閣官房地域活性化伝道師/東京農業大学学術研究員〕

13:00-13:20 説    明 生物多様性地域連携促進法のあらましと生物多様性をめぐる最近の話題
環境省 生物多様性施策推進室

10:40-10:50 生物多様性キャラクター応援団共同宣言式　

UNDB-Jキャラクター：タヨちゃん・サトくん
長野県キャラクター：めぐるん

13:20-14:20 地域での活動事例の発表

● 希少なチョウの舞う里山「いいやま」  月岡 伸太郎 氏 〔飯山市教育委員会 学習支援課 係長〕

● 浅間山麓における地域連携による生物多様性の保全活動  橋詰 元良 氏 〔NPO法人浅間山麓国際自然学校 代表理事〕　

● 信州・信濃町癒やしの森事業と生物多様性との関わり  小池 克英 氏 〔信濃町 産業観光課 主事〕

● 生き物に関心を示さない農家のために  小川 文昭 氏 〔ひとむしたんぼの会〕

14:20-15:50 ワークショップ・パネルディスカッション

テーマ：多様な主体による連携の促進に向けた課題と展望

10:50-11:50 特別講演 トキはなぜ禿げたか －生物多様性と地域連携－
山岸 哲 氏 〔山階鳥類研究所名誉所長／兵庫県立コウノトリの郷公園園長〕

《ご略歴》
1961年　信州大教育学部卒業

1977年　京都大学理学博士

1988年　大阪市立大学理学部教授

1997年　京都大学大学院理学研究科教授

2002年　山階鳥類研究所所長

2008年より新潟大学特任教授

2010年より現職

 
1993～1997年　日本鳥類学会会長

1995～2008年　コウノトリ保護・増殖(野生化)対策会議委員、座長

1999年　第8回山階芳麿賞を受賞

《主な著書》
「保全鳥類学」「日本の希少鳥類を守る」など

サトくんタヨちゃん めぐるん
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